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2025.1. 朝倉書店 

 

 

●p.10 3行目 式 

𝜑(𝑧)＝∑
𝜑𝑛(𝑎)

𝑛!
(𝑧 − 𝑎)𝑛

∞

𝑛=0

   →    𝜑(𝑧)＝∑
𝜑(𝑛)(𝑎)

𝑛!
(𝑧 − 𝑎)𝑛

∞

𝑛=0

 

 

●p.23 下から4行目 

対応 𝑈𝑖 ∈ 𝑃  →  対応 𝑈𝑖 ∋ 𝑃 

 

●p.31  下から8行目 

これより，Z ⊃  𝑍 となる．定義からZ ⊂  𝑍 である．故にZ ＝ 𝑍である．従って，Z は 

→ これよりZ ⊃  𝑍 となる．閉包の定義からZ ⊂ 𝑍である．故にZ ＝ 𝑍 である．従ってZ は 

 

●p.38 上から4行目 

 ℂ [𝑧]を１変数多項式環とする． →  削除 

 

●p.40  上から3行目から 4行目 

（１≦ 𝑖 ≦ 𝑛）  →  削除 

 

●p.54 上から8行目 

R :＝{𝑒(𝑢, 𝑣) − 𝑒(𝑣, 𝑢),   →  R :＝{𝑒(𝑢, 𝑣) + 𝑒(𝑣, 𝑢), 

 

●p.75 下から2行目 

𝑝−1(𝑃)の点における 𝑝∗𝑓の位数は一致する．  →  𝑝−1(𝑃)の各点における 𝑝∗𝑓の位数は一致する． 

 

●p.86 上から9行目 

C の点 𝑎 が必ず存在する．  →   C の点(𝑎, 𝑏) が必ず存在する． 

 

●p.99 下から5行目 

オイラー数は  𝑔 であることを示せ．  →  オイラー数は 2－2 𝑔 であることを示せ． 

 

 

●p.108 下から 1行目 

𝜑(𝑈𝑃 ∩ 𝑈𝑄）は単射だから，  → 先に示したように 𝜑(𝑈𝑃 ∩ 𝑈𝑄）は単射だから， 

 

●p.109 上から 1行目 

このとき，層の条件(2)から，すべての𝑃 ∈  𝑈 に対して 

→ このとき層の条件(2)からすべての𝑃 ∈  𝑈 に対して 

 

●p.109 上から 2行目 

層の準同型写像の定義から，この s は   →  層の準同型写像の定義からこの s は 

 

●p.119 上から 10行目 

また，P ＝ 𝑃1 のときは，  →  また，例えば P ＝ 𝑃1 のときは， 

 

●p.122 上から 10行目 

f  = (𝑓𝑖𝑜𝑖1⋯𝑖𝑞)(𝑖𝑜,𝑖1,⋯,𝑖𝑞)∈𝐼𝑞,,  →  f  = (𝑓𝑖𝑜𝑖1⋯𝑖𝑞)(𝑖𝑜,𝑖1,⋯,𝑖𝑞)∈𝐼𝑞+1, 

 

●p.125 上から9行目 

 1回ずつ表れる．  →  1回ずつ現れる． 



 

●p.132 上から6行目   

[[({>,>∞  ⋯>⊔)]] ↦ [[(α ({>,>∞⋯>⊔))]] 

→  [[(𝑓𝑖𝑜𝑖1⋯𝑖𝑞)]] ↦ [[(α ((𝑓𝑖𝑜𝑖1⋯𝑖𝑞))]]   

 

 

●p.135  上から 5行目 

１コサイクル(𝑓𝑖𝑗 : = 𝑔𝑖 −  𝑔𝑗 = 0)  →  １コサイクル(𝑑(𝑓𝑖𝑗):= 𝑔𝑖 −  𝑔𝑗 = 0) 

 

●p.143 下から 1行目 

 𝑔 (𝑋) あるいは  𝑔 と書く．  →  𝑔 (𝑋)あるいは  𝑔 とも書く． 

 

 

●p.144 上から 8行目 

解 ここでは 𝑔 (ℙ
1
)をチェックコホモロジー群の定義に 

→  解 ここでは  𝐻1 (ℙ
1
, 𝒪

ℙ
1)をチェックコホモロジー群の定義に 

 

●p.149  下から 3行目から下 

＝ sup𝐾 lim
𝑚→∞

∬
K

       →  ＝ sup𝐾 limsup
𝑚→∞

∬
K

     

≤ sup𝐾 lim
𝑚→∞

∬
U

    →    ≤ sup𝐾 limsup
𝑚→∞

∬
U

 

＝ lim
𝑚→∞

   →   ＝  limsup
𝑚→∞

 

 

●p.158 上から2行目 

{𝑏𝑛}𝑛≥−1 ⊂ Ｌ，   →    {𝑏𝑛}𝑛≥−0 ⊂ Ｌ， 

 

●p.158 上から 2行目終わり 

⊂Ｓが存在する．ただし，  →  ⊂Ｓが存在する．また， 

 

●p.159 上から 1行目 

他方，主張6.22(2)(3)の式から  →  他方，主張6.22(3)の式から 

 

●p.163 上から 14行目 

特に，Ｍ (Ｘ ) ＝ ℂ (f,h),  →  特に，あるh があって，Ｍ (Ｘ ) ＝ ℂ (f,h), 

 

●p.165  下から 1行目 

ｆの定め方から任意の  →  {𝑃𝑖}の定義から任意の 

 

●p.168  上から4行目 

特にＣ の連結部分は有限個である．Ｃ∶＝Ｃ₁∐Ｃ₂∐⋯∐ Ｃ
𝑟
をＣの連結成分への分解とする．示すべきことは 𝑟 ＝ 1 である．そのために 𝑟 ≧ 2 と仮定して矛盾

を導くことにする．Ｆ は非特異だから各Ｃ 𝑖はコンパクトリーマン面である．  

 

→Ｃ₁をＣの1つの連結成分とする．示すべきことはＣ＝Ｃ₁である．そのためにＣ≠Ｃ₁と仮定して矛盾を導くことにする．Ｃ∖Ｃ₁の連結成分の 1 つをＣ₂とす

る．Ｆ は非特異だからＣ₁,Ｃ₂はともにコンパクトリーマン面である． 

 

●p.168  上から9行目 

また𝜋𝑖∶＝π∣𝐶𝑖とおく．  →  また𝜋𝑖∶＝π∣𝐶𝑖(i＝1,2)とおく． 

 

 



●p.168  上から11行目 

作り方からd ＝∑ 𝑑𝑖
𝑟
𝑖=1 である．  →  d ≥ d₁ + d₂,d₁ › 0,d₂ › 0 である． 

 

●p.169  下から2行目 

G（0,Ｘ₁,Ｘ₂）は  →  ところで G（0,Ｘ₁,Ｘ₂）は 

 

●p.170  上から1行目 

故に（6.18）からH（P ）＝ 0となる  →  一方h (P )∈ ℂ ならば H（P）＝ 0となる 

 

●p.177  上から７行目 

SuppＤ に属しない  →  SuppＤ に属さない 

 

●p.182  上から9行目 

は単射である．構成から  →  は単射である．C ≥ 0 なので 

 

●p.182  下から12行目 

α│ 𝑈0 ＝ f (z)dzとおく． → （ 𝑈0 は第一段の 𝑈0 とは無関係である．）𝛼│ 𝑈0 ＝ f (z)dzとおく． 

 

●p.191  上から11行目 

＝ 
𝑥(𝑦)𝑖

𝑦

2𝑦

ℎ(𝑦)
𝑦−1𝑑𝑦    →  ＝ 

𝑥(𝑦)𝑖

𝑦

2𝑦

ℎ(𝑦)
𝑑𝑦 

 

●p.192  下から3行目 

𝐶0＝ C ∩(𝑋0≠ 0) ＝ ℂ2(𝑥,𝑦)      →  𝐶0＝ C ∩(𝑋0≠ 0) ⊂(𝑋0  ≠ 0) ＝ℂ
2
(𝑥,𝑦), 

 

●p.199  下から10行目 

Ⅾ をＸ 上の因子とする． →  Ⅾ をＸ 上の（必ずしも効果的とは限らない）因子とする． 

 

●p.203  上から9行目 

0 → 𝐻0(𝒪𝑋(𝐷 − 𝑃))→ 𝐻
0(𝒪𝑋(𝐷)) 

𝑟𝑄
→ ℂ →𝐻1(𝒪𝑋(𝐷 − 𝑃)) 

→ 0 → 𝐻0(𝒪𝑋(𝐷 − 𝑄))→ 𝐻
0(𝒪𝑋(𝐷)) 

𝑟𝑄
→ ℂ →𝐻1(𝒪𝑋(𝐷 − 𝑄)) 

 

●p.214  下から9行目 

𝐸𝜏 ≔  ℂ ∕ (ℤ+ ℤ)𝜏と同型になる． →  𝐸𝜏 ≔  ℂ ∕ (ℤ+ ℤ 𝜏)と同型になる． 

 

 

●p.215  下から5行目 

𝐻1(Ｘ,ℝ) ＝ ℝ［γ
1
］⊕ℝ[γ

1
]， →   𝐻1(Ｘ,ℝ) ＝ ℝ［γ

1
］⊕ℝ［γ

2
］ 

 

●p.216  下から11行目 

終点とする𝑈𝑝 内の有効線分の合成で得られる．  →  終点とする𝑈𝑝 内の有向線分の合成で得られる． 

 

●p.217  上から7行目 

Φ
∣3𝑃∣

∶Ｘ 
≃
→  → C ⊂  ℙ

2
.  →  Φ

∣3𝑃∣
∶Ｘ 

≃
→  C ⊂  ℙ

2
. 

 

●p.217  上から11行目 

ｄ は正なのでこれより  →  ｄ は正なので，これより 

 

●p.221  下から3行目 

Ｘ 上に deg Ｄ ≥ 2かつ  ℎ0(Ｘ，  →  Ｘ 上に deg Ｄ ＝ 2かつ ℎ0 (Ｘ， 

 

 



●p.222  上から13行目から 14行目 

等式（7.44）と自由性判定式（定理7.1）から∣Ｄ∣は自由である．また（7.42）は 

→  等式（7.44）と自由性判定式（補題 7.18）から∣Ｄ∣は自由である．また（7.44）は 

 

●p.225  下から2行目 

0 → 𝐻0(Ｘ,𝒪𝑋(𝐾𝑋－Ｐ)) 
𝑖0

→ 𝐻0(Ｘ,𝒪𝑋(𝐾𝑋)) 
𝑟𝑝
→ ℂ

2
 
𝛿
→ 

→  0 → 𝐻0(Ｘ,𝒪𝑋(𝐾𝑋－Ｄ)) 
𝑖0

→ 𝐻0(Ｘ,𝒪𝑋(𝐾𝑋)) 
𝑟Ｄ
→  ℂ

2
 
𝛿
→ 

 

●p.227  上から12行目 

ɡ ＝ 3 と定理7.11より，(2)が起こる．  →  ɡ ＝ 3 と定理 7.43より，(2)が起こる． 

 

●p.233  下から2行目 

20) 松島幸夫，多様体の基礎  →  20) 松本幸夫，多様体の基礎 

 

 

 


